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「もう 遅す ぎる、 ク レオンよ、 わしの 魂 はもう テ 

エベ を 去った。 そして、 わし を 過去に 結びつけて 

いた あらゆる 絆 は 断 たれた。 わし はもう 国王で は 

ない。 富 も、 光栄 も、 我 身 さえ も棄て 去った、 名 

もない 一 人の 旅人に 過ぎない の だ ご 

(アンドレ ニソ イド —— 「エディ プ」) 

こういう 言葉 のうちに は、 何 かしら 悲壮な 魅惑 的な 

ものが あって、 人の 心 を 打つ。 それ は 単なる センチ メ 

ンタ リズムから 来る ので はない。 

あらゆる 仕事 や 人事 関係 を棄て 去り、 過去の あら ゆ 

る 絆 を 断って、 自分 は 名もない 一 人の 旅人に 過ぎない 



あった こと は、 彼の 幸か不幸か 私の 知る 所でない。 

精神的な 第二の 故郷 を 求める 旅に 出る ことが、 真摯 

な 人に は往々 ある。 その 旅 は 苦難の 道 だ。 砂漠 を 一人 

で 旅する に 等しい。 その 時、 人 を 救う もの は、 日出の 

壮厳さ や 蒼 空 の 深み や 星の 光な どよりも 寧ろ、 オア シ 

スの 一掬の 清水であろう。 砂漠の オアシス は 蜃気楼で 

ある こと も ある。 それ だからといって、 蜃気楼 〔# 「蜃 

気楼」 は 底本で は 「蜃気 棲 匕 を 恐る るの は 今更に 卑怯で 

あろう。 

コスモポリタンの 傲慢と 矜持 も、 私 は 知らない では 

ない。 精神的 故郷 を 否定す る 境地 も、 私 は 知らないで 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第六卷 (随筆 • 評論. 他)」 
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